


夏場の高温多湿が過ぎても、秋の長雨でじめじめした空気は家にもダメージを与えます。 

湿気が逃げないままだと、構造体の腐食やシロアリ被害の原因となります。 

湿気対策がきちんとされた家では、築 17 年でも新築同様のこの綺麗な床下！ 

一番湿気がひどいお風呂場の床下でさえ、カビも発生していません！ 

空気が流れ、湿気をためさせない仕組みがきちんとできていることが長持ちする家の条件！ 

「200 年住宅」では、屋根や外壁と室内壁の間に通気層を設け、床下から入った湿気や熱も屋 

根の排気口から排出させます。淀みない空気の流れが、家の健康を保っているのです。 
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